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Bible translations into Chinese outside China: 
About the distinctive vocabulary in Joshua Marshman’s “Shengjing”
Abstract
   At the same time as R. Morrison in China translated “Shentianshengshu” into Chinese, Marshman in 
India translated the bible into Chinese.  Research already done states that both translations use the same 
text “Sishiyoubian”.  But is this view correct?  In this paper, I want to make explicit the Chinese 
characteristics of “Shengjing” through an analysis of the commonalities and differences of 
“Shentianshengshu” and “Shengjing” by mainly examining the usage frequency of function word
1. Like “Shentianshengshu”, “Shengjing” is completely written in literary style.  It is also evident that 
both translations are almost identical.
2. Because only part of the four gospels of the translation’s original “Sishiyoubian” is translated, the 
possibility is low that based on this, Chinese translations were made.  But the unnatural Chinese of 
“Shentianshengshu” is rendered into natural Chinese in “Shengjing”.  I therefore think that material 
resources were provided by R. Morrison.
3. Concerning function word, mainly literary function word were used, but the usage of, e.g. “也” and 
“則” differs in the four gospels, and it is possible that the translation were based on different views of 
the language.
4. Concerning function word of spoken language, their number in “Shengjing” and “Shentianshengshu” 
is almost the same.  But “Shentianshengshu” uses “了” with verbs being marked negatively, while 
Marshman has avoided “了”.
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ルでも聖書の中国語に従事する人物がいた。その人物マーシュマン （Joshua Marshman） は，
中国名が馬士曼，1768 年イギリスは Wiltshire の Westbury の織物職人の家に生まれた。家
庭環境は貧しく，小学校卒業後すぐに書店に奉公したが，ほどなくして生家にもどり父親
のもとで家業の織物の仕事に従事した。また，マーシュマンは生来の能力と勤勉によって，
18 歳までに 5 千冊を超える書物を読んだといわれる。


















 このモリソン先行説は，モリソンの協力者であるミルン （中国名：米憐） が Bogue に宛て
た書簡の内容に依る。Bogue は，1818 年にモリソンに宛てた書簡で，「ミルンはマーシュマ
ンの訳本については，明らかにモリソンの訳本から写したという見解である」と述べてい





















 しかし，マーシュマンは The Works of Confucius で，孔子の著作の翻訳を行ったり，中国




























 中国語の書面語の最も古い形を残しているＡ組 （上古漢語） の虚詞 “其，之（代），以
（介），於／于，也，者，所，矣，則” の用例数について，卷 1 の「マタイの福音書」以下
の 4 福音書を調査した結果は下表の通りであった。“其” と “之”， “以” については，用例数
を省略した。以下，関連する語彙の用例について，『神天聖書』の同一節と比較対章しなが
ら順に見ていきたい。
于，於 也 者 所 矣 則
Matthew 95–124 506 428 118 89 136
Mark 49–45 146 229 79 62 30
Luke 33–209 82 404 174 87 44
John 140–49 214 323 168 75 95















2）“之” は目的格の 3 人称代名詞，および指示代名詞の役割としての用法である。下表の
とおり，用例は『神天聖書』とほぼ同じである。
文末 3 人称　之 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 61 58 119 50 288
聖経 73 59 115 58 305
文末 3 人称　他 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 3 2 0 3 8













3）“其” とともに，3 人称代名詞と指示代名詞の属格を表わす “厥” は，用例数がほぼ同じ
である。
厥 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 196 110 105 126 537















4）また “他” の字は，「マタイの福音書」で 3 人称の用例だけでは 12 例あった。他の福音
書についても下表のとおりで『神天聖書』より少なくなっている。このほか「マルコの福
音書」に “他們” が 1 例あった。
他 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 31 28 2 55 116




















M10–28)  Do not fear those who kill the body but cannot kill the soul; rather fear him who 




25–28)  So take the talent from him, and give it to the one with the ten talents.
 このほかの 3 人称では，“渠” は用例がなかった。吏文で多用される “伊” やその複数語
尾のついた “伊等” の用例が多数あるが，これについては，稿を改めて考察したい。










 （1）“來于（於）” 17 例
來于（於） Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 3 1 2 0 6
















 （2）“去于（於）” は用例が無くなった。『神天聖書』で用例のあった 3 例では，1 例が全










 （3）“往于（於）” 12 例。
往于（於） Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 2 4 3 2 11
聖経 4 4 1 3 12















 （4）“進于（於）” 7 例。
進于（於） Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 4 2 4 0 10













 “於” と “于” の幾つかは，さらに文言で比較を表わす「形容詞＋“於（于）”」の形で，介
詞 “比” を使用する現代語の “比～更…” や “比～尤…” と併用されている。






 比較の表現で “于” を用いた例は無く，すべて ““於” が使われていた。
形容詞＋於 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 15 4 2 9 30
聖経 11 4 3 8 26













 『神天聖書』の “大於” うち 6 例は，『聖経』で別の表現に言い換えられたが，以下の 4
章節の用例からは，『神天聖書』の “大於” が，『聖経』では割合細かく言い換えられてい
















 このほかに，『神天聖書』で “大於” だったものが『聖経』の同一章節で “比～更大…”
と改められたものや，また逆に，“比～更大…” が “大於” に改められたものもあり，比較




























 介詞 “比” で比較を表すものの用例数は以下の通りである。
比～更…／比～尤… Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 7 1 3 0 9 0 1 2 20 3
聖経 8 1 3 0 7 1 4 0 22 2
 比較の表現で “比” を介詞として使用するのは，近代以降に見られる新しい用法で，太
田 1958 によると，さらに “比” による比較句に副詞・助形詞・補語を用い，差比をさらに
細かに表現することは，白話の特徴である⑩。『聖経』では “比～更…” が最も多く 22 例で，



























也 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 592 139 54 205 990
聖経 506 146 82 214 948
 用例数は上表のとおりで，『聖経』でも「マタイの福音書」での用例数が極端に多く，地
の文にも，白の部分にも多用されている。一方で，本文の総字数が最も多い「ルカの福音














 『神天聖書』よりも 4 福音書すべてで用例が増え，極めて多く用いられている。
者 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 372 171 327 275 1145
聖経 428 229 404 323 1384





















文 明   21　No. 22
【聖】…第一西們名彼多羅者同安得路厥昆又洗比氐之子牙可百同若翰厥昆也
7）“所” について。
所 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 115 81 181 169 546
聖経 118 79 174 168 539
 用例数はいずれの福音書も『神天聖書』とほぼ同数であった。名詞性連語のうち “所”
によって連語を構成する「所」字連語（“～所…”）については，「話す，告げる」に使われ
ているものが “～所言” 24 例，“～所語” 12 例，“～所說” 1 例 “～所告” 2 例で合計 39 例









矣 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 70 59 73 76 278










 承接を表わす連詞の “則” の用例数は下表のとおりで，305 例であった。
則 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 161 32 18 90 301
聖経 136 30 44 95 305
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 また，『神天聖書』では “便” が 16 例，“就” が 33 例あり，『聖経』では “便” が 18 例，
“就” が 9 例で，白話で承接を表わす “便” や “就” も若干数つかわれているが，やはり



















139 78 167 78
Mark 321 109 83 92 60
Luke 312 121 78 142 80
John 340 135 93 144 154
1）“而” によって動詞または動詞連語を並列するもの
而 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 455 333 304 344 1436



















が “之” である。“的” は 87 例で白話語彙のなかでは量詞の “個（箇）” に次いで多いもの

















何 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 104 70 92 108 374















 “何” はこの他に，“如何” が 67 例（『神天聖書』は 75 例），“因何” が 26 例（同 55 例），
“為何” が 20 例（同 21 例）あった。“甚麼” は 4 福音書に用例がなく，『四史攸編』までに
用例があった “曷” は用例がなかった。
4）否定を表す “無”
無 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 78 73 85 84 320
聖経 78 83 78 93 332
 用例は以下のとおりである。とくに，用例 1） と 2） は同じ場面を描写したものである。
ふつう聖書で同じ場面を書くときは同一の表現を使い，原典でもそうなっているが，『神天
聖書』と『聖経』では，“無” は同じように使われているが，各々異なるところがある。用
例 1）M8–20 と 2）L9–58 はいずれも以下のとおりであった。
1） と 2）原典英訳
And Jesus said to him, “Foxes have holes, and birds of the air have nests; but the Son of Man 















此 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 168 95 188 141 592
聖経 167 92 142 144 545
　近称を表す指示詞はほぼ全てが “此” で，“這” は 2 例のみであった。用例は以下のとお
38
文 明   21　No. 22
りである。4）の用例の原典英訳は “and as he watched Jesus walk by, he exclaimed, ʻLook, 


















乃 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 84 58 61 162 365




















Matthew Mark Luke John 聖経 4 福音書 神天聖書 四史攸編
乎 80 65 46 83 274 254 178
哉 16 2 14 0 32 28 15
耶 5 0 8 8 21 23 12
與 0 0 0 3 3 1 0
歟 0 0 0 0 0 6 1
耳 0 0 12 2 14 5 6
然 1 0 9 8 18 17 1
焉 30 12 19 37 98 71 102
合計 460 405 315
 さきに挙げた “也” 948 例，“矣” 313 例はもとより，“乎”，“焉” をはじめとして，文言




のとおりである。この表で言う “兒” と “子” は接尾辞としての用法である。
便 得 個－箇 了 裏，裡 這 底，的 着 只 兒 子
四史攸編 2 0 0–0 1 3 0 1 1 0 0 0
神天聖書 16 41 99–11 36 15 （1） 110 8 2 0 25
聖経 18 44 79–23 8 7 2 87 12 0 0 16
(Matthew) 2 18 32–21 3 2 1 42 1 0 0 6
(Mark) 1 7 27–0 3 2 0 17 3 0 0 3
(Luke) 13 14 9–2 1 1 1 8 6 0 0 1
(John) 2 5 11–0 1 2 0 20 2 0 0 6
 白話の特徴をもつ虚詞で表に挙げた語彙の合計は，『四史攸編』が 8 例，『神天聖書』が
364 例，『聖経』が 296 例であった。以下，表中の主な語彙とそれに関連する語彙について
見ていきたい。
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1）承接を表わす副詞
 用例数は下表のとおりである。
便 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 0 0 15 1 16
聖経 2 1 13 2 18
就 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 6 2 15 10 33
聖経 4 2 0 3 9
 白話で承接を表わす副詞 “便” が 18 例あったが，同じく白話の “就” は 9 例であった。
全体としては，文言的な “則” が 305 例で 8 割を占めている。



























得 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 18 10 4 9 41
聖経 18 7 14 5 44
 動詞につく助詞 “得” のうち，“覺得” は 7 例，“認得” は 10 例あったが，“曉得” は用
例がなかった。“覺得”，“認得” の用例は以下のとおりである。全体としての用例数はほぼ



















了 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 10 8 8 10 36
聖経 3 3 1 1 8
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的 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 48 22 15 25 110
聖経 42 17 8 20 87


















子 Matthew Mark Luke John 全体
神天聖書 8 6 9 2 25
聖経 6 3 1 6 16
 『聖経』の接尾辞の “子” については，用例は，“孩子” と “銀子” と “（芥）種子” が 4

















1）“甚” と “狠” （或は “很”） について
Matthew Mark Luke John 全体
甚 4 3 3 1 11
 まず “甚” は『聖経』には 11 例あった。9 例が形容詞に前置するものであった。形容詞
に後置する文言的な用法は無かった。単独で形容詞「甚だしい」の意で使われるもの 1 例，





























Matthew Mark Luke John 全体
無 78 83 78 93 332
沒有 0 0 0 1 1
 存在の否定を表わす “無” については，すでに「2.  3」で見たとおり 332 例であった。





Matthew Mark Luke John 全体
何 139 109 121 135 504
甚麼 0 0 0 0 0
 疑問を表わす “何” と “甚麼” については，「2.  3」でみたように，“何” は 504 例で，
このうち “如何” が 67 例，“因何” が 26 例，“為何” が 20 例あった。“甚麼” は 4 福音書
に用例が無かった。なお，“何” の例文については，「2.  3」を参照されたい。
4）“彼” と “那” について
Matthew Mark Luke John 全体
彼 70 35 97 67 269
那 8 2 5 4 19
 近称の指示詞 “此” と “這” については，「2.  3」ですでに見たが，遠称の “彼” は，3
人称としての用法，指示詞（場所，ヒト）を全て合わせて 269 例あったが，“那” は用例が
19 例であった。“那” の用例については，以下のとおりである。
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5）介詞 “同” “與” と “合” “和” “跟” について
Matthew Mark Luke John 全体
同 13 15 11 7 46
與 14 6 9 7 36
 “同” と “與” は，動詞と曖昧なところがあるが，介詞と思われる用例は，それぞれ表の
とおりで，“同” と “與” のあいだに使い分けは特に見られなかった。白話的な “合” “和”




Matthew Mark Luke John 全体
不＊ 154 67 175 122 518
無 78 83 78 93 332
毋 0 0 1 0 1
勿 60 38 57 19 174
弗 45 50 41 114 250
非 57 22 40 95 214
未 26 16 22 31 95
莫 3 1 0 2 6
沒 0 1 0 2 3
 否定副詞では，“不” が最も多く 518 例あるが，これには “不論” の 4 例，“不拘” の 1
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例，“不能” の 64 例を含む。このほか，“無（332 例）”，“弗（250 例）”，“非（214 例）”，
“勿（174 例）”，“未（95 例）” とつづくが，“毋（1 例）”，“莫（6 例）” はほとんど使われな
くなり，“沒（3 例）” はまだ用例がかなり少ない。清代から多く用いられた禁止の “別” は
『聖経』でも用いられていない。また，婉曲な禁止「～とはかぎらない」を表す “不必”，





 不限定をあらわす連詞では，「清代ではきわめて多く用いられた」“不拘” が 1 例のみ見






 累加をあらわすものでは，文語にも用いられる “何況” が 3 例あるが，このほかに，“不
但” などの用例はない。また，推論をあらわすものでは “既然” が 2 例見られる。
L11–13 且若爾雖惡知如何給好物與爾子何況爾天之父賜聖風與彼求之者乎
 「～と～」を表す連詞については，第 6 章で他の 3 聖書と比較しているので，そちらを参
照されたい。“與” が 195 例，“及” が 201 例で，ほぼ同頻度で使われているが， “連” も 15
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Matthew Mark Luke John 全体
是以 0 0 1 0 1
是故 0 0 0 1 1
故 57 44 22 44 167
因此 6 1 1 2 10
因而 （1） 0 0 （1） （2）
所以 0 0 0 4 4








 また，以下の用例のように前置詞としての “因為” は幾つか見られるが，接続を表す “因
為” は 1 例も見られなかった。
Ma6–26 王乃悶然因已發誓又因為同席者而弗卻之
2.  8　小結










られているが，一部の虚詞の使われ方が各福音書で異なり，例えば，“也” や “則” は『神
天聖書』と同じく，「ルカの福音書」が文字量からみても明らかに少なく，同一聖書であっ
ても各福音書の間で，異なる言語観によって翻訳された可能性が見て取れる。また，白話
語彙については，ヤホントフ 1969 の白話虚字が『四史攸編』の 8 例から，『神天聖書』で
349 例に増え，『聖経』でも 296 例で，使用されている章節もほぼ一致している。量詞の
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“個” 或は “箇” と助詞の “的” も，『神天聖書』の 110 例ずつからは僅かに減ったものの，
各々 102 例，87 例あった。一方で，『神天聖書』で 36 例あった助詞の “了” が，一気に 8
例に減ったのは大きな変化である。『神天聖書』では，“了” がマイナスイメージをもつ動
詞に使われるといった特徴もあったが，マーシュマンは “了” の使用を出来るだけ避けた
ようである。なお，“個” と “的” の用例など，その他の白話的な語彙による表現について
は稿を改めて詳しく考察したい。
 ①  譚樹林 2000，2003，2004 参照。
 ②  The Bible in China, p. 53 参照。
 ③  譚樹林 2000，2003，2004 参照。
 ④  いずれもモリソン伝記 Memoirs of the life and Labours of Robert Morrison に依った。
 ⑤  譚樹林 2004 を参照。
 ⑥  ヤホントフ 1969 の虚字は，唐宋時代の文献について，その文体（文言・混淆体・白話（口語））
を識別するために文言から白話の虚字 26 語を利用して，鑑定語として定めたものである。
 ⑦  本節では，The New Greek-English Interlinear New Testament, 1990 のギリシャ語原典対訳の英語訳
に依った。
 ⑧  太田 1964， p 19 及び p 107 参照。
 ⑨  太田 1958， p 174 参照。
 ⑩  太田 1958， p 176 参照。







2000 譚樹林「『聖経』“二馬訳本” 関係辨析」『世界宗教研究』2000 年 第 1 期
2003 譚樹林「近代中文『聖経』翻訳史上的 “二馬訳本”」『煙台師範学院学報（哲学社会科学版）』第
20 巻 第 4 期
2004 譚樹林『馬礼遜与中西文化交流』中国美術学院出版社
欧文
1839 Memoirs of the life and Labours of Robert Morrison, Compiled by his Widow, vol. II, Longman, 1839, 
London





4）1990　The New Greek-English Interlinear New Testament
